プ 7 2023.12 > 2024. つ 月 


全国 各地 か ら ご 参加 いた だ け ま す 


感動 の そば 〆 ば に 、 い つる も 。 


季 ン 紀 行 ー- ツ ー リ ズム に 氷 馬 大 
衝 が ど 提案 する 上 質 な 体験 の 旅 


っ っ 選 と 
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日 本 の 魅力 を 体感 & 再 発見 


に 
し 
※ ア ド ベ シン チャ ー ツ ー リ ズム た : 
「 ア クティ ビデ テイ 、 自 然 、 文 1 体験 の 3 要素 の う 


OYAL 
OAD J TB ロイ セル ロー ド 筐 墜 Tvel rade Asvocatonic ま る 半 。 、 


GINZ 
写真 上 : 西 表 島 星空 〇 OCVB 写 真下 : 屋 欠 島 の 安房 
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男 企 画 担 当 者 や 
参画 し て 頂い た 
「 案 内 人 」 か ら 
お すす め ポ イン ト を 
ご 紹介 し ます 。 
是非 ご 覧 くだ さい ! 
https://luxurytravelLjtb.co.jp/feature/ 
adventure_tourism_202303/ 


奄美 マグ クロ ー ヲ 原生 林 ( イ X 計 光 議 


アド ベン チャ ー ツ ー リ ズム と は ・…・ 


「 ア クティ ビ テ ィ 」 自 然 」「 文化 体 
験 」 の 3 要素 の うち 2 つ 以 上 で 構 
成 され る 旅行 で 、 ヨ ー ロ ッ パ や ア 
グティ イ ビデオ メリ カ で 広く 支持 され て いる 今 
注目 の 旅 の スタ イル で す 。 四 季 
や 地域 (よっ て 様々 な 表情 を 見 


Ji を ア せる 日 本 で は 、 そ の 土地 な ら で 
e 視 野 の 拡大 は の 体験 lC よ っ て 、 多 く の 気 づ 


き ・ 学 び を 得る と と が で きる は 


@ 学 び ず 。 そ し て 、 そ れ は 自身 の 視野 の 
拡大 や 心身 の 変化 へ と つなが っ Marssso 開 共 。 
て いく と と で し ょ う 。 画像 提供 :( 二 社 ) 骨 岐 ジオ バ 計 推進 機構 
| Adventure Tourism | 


JTB ロ イヤ ル ロ ー 0 
アド ベンチャー ツーリズム 


アド ベン チャ ー” と いう 言葉 か ら 激 し い ス ポー ツ 性 の 高い ゃ の を 連想 し が ち で す が 、JTB ロ イヤ ル 
ロー ド 銀 座 が ど 提 案 す る の は 、 地 域 の 伝統 文化 ・ 歴 史 を 知る 体験 や 、 地 産地 消 の お 食事 、 森 
林 や 水辺 の 簡単 な ウォ ー キ ング な ど 、 誰 も が 気軽 に 安心 し て 楽し め る 内 容 で す 。 ご 案内 し 
て くだ さる の は 、 地 域 を 愛し 、 そ の 土地 の 歴史 と 文化 を 受け 継ぎ ・ 伝 える こと に 情熱 を 注い 
で いる 方 々 ば か り 。 そ ん な 人 た ちと の 出逢い は 、 旅 の 感動 を 何 倍 に も 大 きく ・ 深 くし て くれ ます 。 OO 

(※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 急 避 変更 と な る 場合 が ど ざ いま す 。) BA 委 一 998 ん 


アク ティ ビ テ ィ の 中 に は 、 森 林 セ ラビ ピー や 温泉 、 薬 膳 料 理 な ど を 通じ て 「 健 康 的 な 生活 を 意識 
する 『 ヘ ルス ツー リズ ム 』」 や 、 地 域 文化 ・ お 料理 (ヘル シー 食 ) を 通じ て 「 心 と 身体 を 癒 
す ・ と と の える 『 ウェ ルネ ス ツ ー リ ズム 』」 の 要素 を 組み 込ん だ も の ゃ も ど 用 意 し まし た 。 


テー マ で 巡る 「 ア ド ベ ンチ ャ ー ツ ー リ ズム ] は 、 日 本 の 地域 の 魅力 を 新 発 見 ・ 再 発見 
する こと が で き 、 そ し て きっ と あな た の 「 人 生 を 豊か が に] し て くれ る こと で し ょ う 。 


沖縄 な ら 4G ほ の 島野 菜 '( イ メー ジ ) 


. 詳細 ・ お 申込 は 

品 m 呈 世界 で 注目 の 旅 の カタ チ 「 ア ド ベ ンチ ャ ー ツ ー リ ズム 」 を 体感 する 旅 へ ! "928/ 
アド ベン チャ ー ツ ー リ ズム と は … 体験 を 通し て 自然 ・ NO rr 

旅行 スタ イル で す 。JTB で は 、 お 客 様 それ ぞ れ が お 楽し みい た だ ける 体験 を 全国 で nttps://wwwijtb.co.jp/newtourism 


iCeG2g 不 っ 伯 ご 用 意 し て お り ま す 。 新 し い 自分 を 探す た びに 出 て み ま せん か ? 


2 ン ツク の 


本 全 室 オー シャ ン ビ ュー「 胡 JYORI オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 」2 連 泊 
9 プル ー ゾ ー ン 沖縄 長寿 の 秘 誌 を 巡る ウェ ルネ ス 旋 3H 間 っ 9 


真田 家 ゆ か り の 寺 蓮華 定 院 に 連 泊 


還 歌 8。 
3/13 ( 水 ) 和歌 山 天空 の 聖地 高野 山 を 歩く 3 日 間 P.6-7 
3/26 ( 東京 立教 大 学 ウ ェ ル ネス 研究 所 監修 ~ 五感 を 満た ます“ ウェ ルネ ス " な 旅 P 8-9 
較 文化 攻 る 鎌倉 築地 散 歩 と 帝国 ホテ ル 東京 で "と と の う " 旅 2 日 間 


多種 多様 な 動植物 が 生息 する 亜熱帯 の 島 
南 の 楽園 世界 自然 遺産 息 美 大 島 を 訪ね る 5 日 間 


12/10( 日 ) 攻 計 鐘 洒 当 


2/21 ( 水 ) 、 沖 編 星 と 緑 の 楽 園 ・ 星 野 リ ゾー ト 西表 島 ネ テル 2 連 泊 
3/12( 火 ) 引い 石垣 島 ・ 竹 富島 ・ 西 表 島 亜熱帯 の 自然 と 八重 山 文化 に ふれ る 5 日 間 


大 人 の 冬 あ そ で び 静寂 に 包ま れ た 冬 を ら で は の 雄大 友 景 色 を 愉し む 
2/2 ・ ) 際 5 財 
SM 日 光 戦 場 ヶ 原 で は じ め て の スノー シュ ー ウ ォ ー キ ング 2 日 間 


「 了 ロロ j 胡 IRAMATSU 胡 OTELS & RESORTS 宜野座 」 に 2 連 泊 
2/27 ( 火 ) 沖 旨 6 ッ ト 計 
沖 旨 東 光 涯 リゾ ー ト 議 寿 と 金武 困 野谷 多 の 旅 3H 間 


大 自然 と 女 化 に 触れ る 人 と 自然 を つなぐ 島 


37258) 還 議 仙 記 診 天 崖 絶 ウ ォ ー ク と 障 岐 の 歴史 と 文化 探訪 5 日 間 


渡邊 太郎 さん と 行く ・ 水 の 循環 を 体感 する 島 の 大 自然 と 里山 ある き 索 海 下剤 日 (2 ニコ 


3/26 (W) 屋久 島 修 久 の 時 を 刻む 巨樹 の 森 ・ 屋 久 島 へ 5 日 間 


- 二 = JR (新幹線 ・ 在 来 線 特急 ) バス (タク シー・ ジ ャ ン ボ タク シー) 一 へ 航空 機 ヘ ヘ ン 船 ・ フ ェ リ ー 徒歩 十 HT 私 鉄 …・〈 人 力 車 〉…・ 人力車 
タイ ケー ブル カー・ ロ ー プ ウェ イリ フト 國 | 朝食 (国司 人 ^ 区 > 多国 軽食 還 弁 当 [ ] 食 事 な し 加計 還 計 世界 道産 登録 され て いる 場所 

椅子 席 | 椅子 席 (高座 椅子 や 掘り ご た つ 等 を 含む お ) を ご 用 意 〇 入場 し て の 観光 (下車 し て の 観光 倫 車 窓 か ら の 観光 

カジュアル ) ご 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 簡易 な 設備 や 、 通 常 より 狭い 客室 の ホテ ル を 設定 し て お り ます 。 

JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 で 総合 評価 が 90 点 以上 の 宿泊 施設 (詳し く は 、 ご 案内 ・ ご 注意 欄 「JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 に つい て 」 参 照 ) 


ご 案内 ・ ご 注意 (必ず お 読み くだ さい ) 


コー ス 内 容 の 変更 に つい て 旬 気 象 条 件 、 道 路 状況 に より 行程 (現地 出発 * 到 着 時 間 、 観 光 箇 所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど ) が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 劉 気 
象 条 件 に より 、 船 舶 、 ロ ー プ ウェ イ 等 が 運休 する 場合 が あり ます 。 坦 気象 状況 に より 、 イ ベン ト が 中 止 と な る 場合 、 ま た 花 が 見 頃 と な ら な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 で 
も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。 欠 鉄道 の ダイ ヤ 改 正 、 航 空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 到着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 
が あり ます 。 欠 行程 内 の 旅館 ・ ホ テル な どの 出発 お よび 到着 時 刻 は 目安 で 、 諸 事情 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 食 週末 出発 や 行楽 シー ズン は 道路 の 混雑 
が 予想 され る た め 、 到 着 時 間 が 大 幅 に 遅れ る 場合 が あり ます 。 欠 掲載 の イベ ント は 、2023 年 11 月 1 日 現在 の 予定 と な り ま す 。 変 更 ・ 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 
了承 くだ さい 。 欠 官公 署 の 命令 や その 他 当 社 の 関与 し 得 な い 理 由 が 生じ た 場合 や 、 運 送 機 関 及 び 宿 泊 ・ 観 光 施 設 等 の サー ビス の 提供 が 困難 と な っ た 場合 行程 
変更 や 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 念 島 へ の 船 ・ フ ェ リ ー で の ご 移動 時 、 手 荷物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス が 無い 場合 が ご ざい ます 。 最少 催行 人 
員 * 最 少 受付 人 員 に つい て 念 各 コ ー ス に 記載 の 人 員 と な り ま す 。 ま た 、 最 少 催行 人 員 に 満た な 場合 は 催行 中 止 と な り ます 。 亀 ご 出発 の 56 一 30 日 前 まで に 最少 催 
行人 員 に 満た な い 場 合 は 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 客室 に つい て 人 特に 記載 が ある 場合 を 除き 、 お 部 屋 は バス ・ ト イレ 付き と な り ま 
す 。 久 露天 風呂 付 客室 の 場合 、 内 風呂 が 付い て いな い お 部 屋 や 、 シ ャ ワー ブー ス の み の お 部 屋 と な る こと が あり ます 。 欠 洋 室 ( ま た は 和洋 室 ) の 場合 、 ご 利用 人 数 に 
よっ て エキ スト ラベ ッ ド また は ソフ ァ ベ ッ ド を 利用 する こと が あり ます 。 欠 客室 内 の 風呂 は ユニ ッ ト バ ス の 場合 が あり ます 。 お 席 に つい て 亀 航空機 列車 な ど お 席 の 
ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 カ ッ プ ル 、 同 グル ー プ の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 欠 食事 の 座席 は 、 ツ アー 参加 の 他 の グル ー プ と 相席 と な る 可能 
が あり ます 。 列車 ・ 航 空 機 に つい て 食 東 海道 山陽 ・ 九 州 新幹線 の 車内 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 を 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 
座席 の 予約 が 必要 で す 。 詳 細 は 旅行 お 申し 込み 時 に 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。〈 販 売店 の みな さま へ ) 特大 荷物 スペ ー ス 付き 座席 は 販売 店 で の 手配 と な 
り 、 現 地 合 流 ・ 離 団 と な り ます 。 欠 航空 機 また は 列車 利用 の コー ス に お いて 包括 旅行 割引 運賃 で の お 手配 と な っ た 場合 は マイ レー ジ サ ービス の 対象 外 と な り ま す 。 
念 特に 記載 の な い 限 り 、 往 復 の 利用 便 は 出発 7 日 前 頃 に お 渡し する 旅 の し お り に て ご 確認 くだ さい 。 欠 行程 表 に 記載 の 利用 駅 、 利 用 空港 に つい て 、 〇 〇 駅 (空港 ) 
また は 〇 〇 駅 (空港 ) 等 の 記載 の 場合 、 利 用 駅 、 利 用 空港 は 選べ ませ ん 。 ま た 、 経 由 便 を 利用 で 経由 地 が 記載 され て いる 場合 で も 、 〇 〇 空港 - 〇 〇 空港 - 〇 〇 空 
港 等 記載 の 場合 、 経 由 地 で ある 空港 か の ら の ご 利用 は で きま せん 。 お 食事 に つい て 旬 一 部 行程 中 食事 が 付か な い コ ー ス が あり ます 。 各 自 お 済ま せく だ さい 。 食 
事 の 有無 は 各 コ ー ス の スケ ジュ ー ル を ご 確認 くだ さい 。 旬 食材: メニ ュー は 仕入れ 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 欠 食物 アレ ルギー に 関し て は 必ず お 申込 
時 に 販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 ご 旅行 中 は 厳密 な 「 ア レル ギー 物資 除去 食 」 の 提供 は で きま せん 。 ア レル ギー 対応 で 追加 代金 が 発生 する 場合 は 、 現 地 払 いと 
な り ま す 。 ホテ ル に つい て 旬 ご 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 簡易 な 設備 や 通常 より も 狭い 客室 の ホテ ル を 設定 し て いる 場合 が あり ます 。 
ポー ター サー ビス に つい て 氏 ホ テル で の ポー ター サー ビス が な い 場 合 が あり ます 。 ま た 、 島 へ の 船 ・ フ ェ リ ー で の ご 移動 時 、 ポ ー タ ー サ ービス や 手荷物 制限 が ある 
場合 が あり ます 。 お 子 様 の 参加 に つい て 久 未 就学 児 の お 子 様 の ご 参加 は ご 遠慮 いた だ いて お り ま す 。 お 子 様 の 参加 可否 、 ご 旅行 代金 に つい て は お 問い 合わ 
せく だ さい 。 JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 に つい て 介 「JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施 設 その も 
の の 格付 け や 他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 掲 載 の 評価 に つい て は 、2022 年 4 月 一 2023 年 3 月 の JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト を 対象 と し て 
いま す 。 ア ン ケ ー ト 枚数 が 30 枚 未満 の 場合 は 対象 外 と な り ま す 。 掲載 写真 に つい て 念 写真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 
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【 誠 * ・ ロ メル 2 
⑳⑯ 。 ニ ゃ で ン す の 
4 。 テ + 
四 ゃ 、 こ 
ナー 
4 ヽ 


HE 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー「HIYORI オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 」2 連 泊 


ブル ー ゾ ー ン 沖縄 長寿 の 秘訣 を 巡る ウェ ルネ ス 旅 * 


| 


の 風 時 
還る ひと 


* /) 料理 (イメ ー ジ ) テテ 


沖縄 な ら で は の “島野 菜 " を 活か し た お 食事 を 。 静か に 広がる 海 を 見 渡し な が ら 自 然 に 
| (2 日 目 ) と き 。 (2 日 目 ) 


NN ペー 


で つ NN 
SS NN、、 2 9 


古来 より 神聖 視 さ れ て いた ヨリ アゲ の 森 を 地域 ボラ ンティア の 人 達 に 教わり な が ら シ ー 
ウォ ー キ ング 。 (2 日 目 ) サー を 作り ます 。 (3 日 目 ) 


あう ミュ 


穏やか な 時 間 が 流れ る 沖縄 の 海 と 空 。 


2n ン ョ リル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
羽田 空港 (8:00-10:30) 発 一 那覇 空港 (琉球 薬 膳 料 理 の 


旅 を 通じ て 身体 も 心 も 健 や か に な る 、 沈 注 目 の 


旅行 スタ イル 「 ウ ェ ル ネス ツー リズ ム 」 へ 昼食 ) 知子 席 一 四 納 村 泊 (16:00 財 

世界 5 大 健康 長寿 エリ ア 「 ブ ルー ゾー ン 」 の 一 つ 沖 縄 に て 、 自 然 ・ 食 ・ 1 夕刻 : 琉 球 大 学 荒川 雅志 教授 に よる 「 ブ ルー ゾー ン ]」 と 沖縄 健康 

地 電 つなが り 、 健 や か に 暮らす 秘 ほ 長寿 の 秘訣 に つい て の 講義 

AYA に SUG25 回 沈 傘 和 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 洋食 料理 

人 荒川 雅志 氏 (琉球 大 学 教授 ) に よる 園 | 必 | 
「 ブ ルー ゾー ン 」 と 沖縄 長寿 の ホテ ル (9:00 頃 ) 一 つ ヨ リア ゲ の 森 ( 太 古 の 森 を ガイ ド と 共に 
秘訣 に つい て の 講義 結 ウォ ー キ ング ( 約 30 分 ) ) ……. 〇 タ ピ ッ フタ ラ ソ セン ター 宜野座 


9 (疲れ を 癒す アク ア ・ エ クサ サイ ズ と 温浴 体験 ) ニー 
沖縄 の "島野 菜 " を 活か し た ご 昼食 ) 一 一 ホテ ル に 戻り 自由 行動 。 
恩納 村 泊 (15:00 皿 ) 


琉球 大 学 ウ ェ ル ネス 研究 分 野 代 表 。 医 学 博士 。 
ウェ ルネ ス を 定義 提唱 し 、 ウ ェ ル ネス ツー リズ ム 研 究 の 第 一 人 者 。 


神秘 的 な 太古 の 森 を ガイ ド と 共に ウォ ー キ ング 囲 因 
発酵 食 品 づ くり や 琉球 薬 膳 を 味わい 、 お 食事 も 堪能 ホテ ル (9:00 頃 ) 北中城 村 ( 地 元 の 人 々 と の 交流 を 愉し みな が ら 
全 ウ ェ ル ネス に つい て の 知識 ・ マ イン ド を 備え た 「 ウ ェ ル ネス ツー リズ ム ・ 分 だ け の マイ シー サー 作り 体験 ) …… (発酵 食品 を 取り 入れ た 健康 
コー ディ ネー ター」 認 定 の バス ガイ ド が ツア ー 同 行 品 還 午 [ ぬ ち ぐ す い 御 膳 」 の ご 昼食 ) 〇 暮らし の 発酵 ライ フス タイ ル 
リゾ ー ト (発酵 食品 づく り の 体験 ) = 一 那覇 空港 一 ヽ 
羽田 空港 (18:00 一 22:00) 着 
國 悦 


(利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 

〈 利 用 バス 会 社 〉 て ぃ ーー だ 観光 

※ 荒 川 氏 の ご 案内 は 1 夕刻 の み で す 。 

※2 リア ゲ の 森 ウ ォ ー キ ング は 気象 条件 に よ リ ルー ト の 変 昌 
る 場合 が あり ます 。 

※2 日 目 ア クア ・ エ クサ サイ ズ で は 水着 、 キ ャ ッ プ が 必要 と な り ま す 
あり ます ) 。 
※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 沖 縄 県 ・ 因 納 村 ) 履 著 同 HIYORI オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 沖 縄 ( オ ー シ ャ ンス イ 
ト ま た は ラナ イス イー ト /56n1 ※ 選 べ ま せん ) 


美味 し く 食 べ て 健康 に 
[暮らし の 発酵 ライ フ 
スタ イル リゾ ー ト 」 (3 日 自 昼食 ) 


発酵 食品 作り 体験 と 、 医 食 同 源 「 ぬ ち ぐ す い ( 命 の 薬 ) 
薬 膳 」 ラ ンチ を お 愉し みく だ さい 。 


HIYORI オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 沖 縄 


全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 滞在 型 ラ グ ジ ュ アリ ー リ ゾー ト ホ テ ル 。 


心 温 か い お も て な し で 、 寛 ざ の リゾ ー ト 時 間 を お 愉し みく だ さい 。 出発 日 2024 年 2 月 23 日 ( 金 ・ 祝 ) 


玉 ま た は 中 止 と な 


料 レ ンタ ル も 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 侍 行人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS004-0 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 390,.000 円 450.000 由 
往路 那覇 空港 合流 20.000 円 き 
復路 那覇 空港 離 団 20.000 円 引き 
海 を 眺め る 広 六 と た 名 主 【a2022/ 243MMM2 及 。 活 未 貞 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


P.4 掲 載 の 画像 は 、 上 : 心 も カラ ダ も 癒さ れる 沖縄 の 海 左下 : 神 秘 的 な ヨリ アゲ の 森 ( イ メー ジ ) 右 下 : カ ラダ の 中 か ら 健康 に する 発酵 食品 (イメージ ) 


ら 各 翌 剖 時 記 史 の 
っ 鞭 いな へ ささ, 定 C 肝 の 巫 名 


由 
吊 


放 購 計 光 上 


旅 の 行き 着く 先 は 、 高 野山 で は な い だ ろ うか 。 


: すべ て を 引き 算 し て た どり 着く テー マ は 、 


大 自然 と 歴史 と 祈り 。 ま 

女 炎 禁制 だ っ た た め 、 御 応 を 拝む べく 
や Wug 

女性 信者 が 歩い た 女 犬 道 を 、 ーー ー 


高野 山大 学 の 木下 浩 良 氏 の ガル ド で 歩く : 
金剛 雪 寺 、 壇 再 伽藍 の 
厳か な 仔 ま い は 圧 若 。 

真田 家 ゆ か り の 寺 ヾ 宿坊 | 蓮華 定 院 ] で 、 
さ で 、 ど ん な 夢 を 見 て 眠 ろ うか 。 


っ ゃ Co 、 


還 ネー ・ 
PP 。 NE タ て ここ 
ー。* 8 


Eu き | 
E に 
ぞ 了 


女人 道 か ら 望 む 根本 大 塔 衣 


・ Adventure 


HK 


金 間 風 寺 (2 日 目 ) 弘法 大 師 が 開創 当時 は 、 高 野山 全域 を 金剛 峰寺 と 
称し まし た が 現在 は 豊臣 秀吉 が 亡 母 の 菩提 を 供養 する た め 建 立 し た 
青 厳 寺 ・ 興 山寺 を 合併 し 総本山 金 則 峯 寺 と 改称 し まし た 。 

奥 之 院 ・ 生 身 供 (3 日 目 ) 御 負 で は 
弘法 大 師 が 今 で も 人 々 の 平和 を 原 
い 眼 想 を 続け て いる と 信じ られ 、 毎 日 
二 回 、 弘 法 大 師 に 食事 を 届け る 「 生 身 
供 | の 儀式 が 行わ れ ます 。 


画 


に 、 es 生 


- Ra DS 
III | | 
填 肛 人 藍 : 根 林内 培 ( 改 雪 ジ 2) 次 寺 5 
壇上 伽藍 ・ 根 本 大 塔 (2 日 目 ) 弘法 大 師 が 高野 山 開 食 に あたり 真言 密教 の 根本 道場 と し て 建立 し た 慈 尊 院 (1 日 目 ) 弘法 大 師 母 公 
大 塔 で 、 内 陣 に は 中 央 に 胎蔵 大 日 如来 、 四 方 に 金剛 界 四 仏 、 周 囲 16 本 の 柱 に 十 六 大 菩薩 を 配 し て 時 ゆか り の お 寺 。 女 人 高野 と し て 親 ーー SN 
恭 羅 を 立体 で 表現 し て いま す 。 し まれ て いま す 。 奥 之 院 : 生 身 供 ( イ 以 雪 ジ ) 


| WM  。 スシ ン ョ テル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
1 ーー パグ マ 東京 駅 (8:00-9:30) 発 = (東海 道 新 幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 

新 大 阪 駅 一 一 「 そ ば 処 幸村 庵 」( ご 昼食 ) 知子 席 ]…… 

〇 真田 庵 一 〇 本 計 甘 選 慈 尊 院 一 一 高野 山 泊 (16:30 頃 ) 

到着 後 、 夢 定 院 六 田 住職 に よる 法話 

[振舞 膳 」 体 験 を 倫 し みな が ら 精 進 料 理 居 較 


四 宿坊 (900 頃 ) = ニー の [ 凍 令 庄 壇 上 伽藍 ・ 根 本 大 塔 ・ 霊 宝 館 ・ 金 剛 
還 宇 寺 一 一 花菱] (和食 の ご 昼食 ) [和子 席 ] 一 一 〇 女人 道 ウォ ー キ 
ング ( 約 2.5km・90 分 ・ 高 低 差 約 85m) = 高野山 泊 (15:30 需 ) 
到 後 、 木 下 浩 良 氏 の 講話 
人 天 精 進 料 理 國 居 了 
宿坊 (9: 5005 の 回 内 弘法 大 師 御 遍 参拝 ・ 
3 生身 供 ) デー[ 五 條 源兵衛 ]( 朝 採れ 野菜 と ステ キ の ご 昼食 ) 
椅子 席 | 一 一 新 大 阪 駅 テー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) == 東 京 
駅 (19:00 一 20:30) 着 國 悦 
(利用 パス 会 社 ) 近鉄 パス ※ 中 学生 未満 の お 客 様 の ご 参加 は ご 遠慮 くだ さい 。 
※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


園 宿泊 : 〈 和 歌 山県 ・ 高 野山 〉 宿 坊 蓮華 定 院 ( 四 費 室 ( 和 室 又は 和洋 室 18 畳 一 25 
畳 ・ パ スト イレ 付 ) 、 特 別室 (和室 14 畳 一 19 畳 ・ パ ス 無し トイ レ 付 ) ) ※ 客 室 の 造り は 
全て 異な り 、 選 べ ま せん 。※ 大 浴場 が あり ます が 温泉 で は あり ませ ん 。※ 修 行 僧 に 
よる 接客 や 施設 設備 等 (一 部 客室 を 除き TV が 無い な ど ) 、 一 般 の ホテ ル や 観光 旅 
館 と 異な り ま す の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


高野 山大 学 密 教文 化 研究 所 受託 研究 究 員 、 清 浄心 院 高野 山 文化 
歴史 研究 所 所 長 、 神戸 学院 大 学 非常 勤 記 。 

高野 山 は 1200 年 も の 歴史 を 連綿 と つない で いる 我が国 で も 有 【 
数 の 霊山 で す 。 

今回 は 実際 に 歩い て 頂い て 、 悠 久 の 歴史 を 体感 し て 頂 こう と 企 
画 致 し まし た 。 ど うか 、 空 海 さ ん が 開か れ た 真言 宗 の 霊場 高野 
山 を 満喫 し て 頂き ます よう 、 私 も ご 一 緒 致し ます 。 

※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 急 憶 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 め 


+ 
関ヶ原 の 戦い の 後 、 真 田 昌 幸 公 と 真田 信繁 (幸村 ) 公 * 較 
が 仮住まい し て いた 真田 家 ゆ か り の お 寺 で す 。 人 あ 党 
お 食事 は 精進 料理 を ご 用 意 、1 泊 目 は お 坊 様 方 の 美 
し い お 作法 や お も て な し の 解説 を 聞き な が ら の ご タ 食 | 
「 振 舞 膳 」 体 験 を お 愉し みい た だ きま す 。 0) 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2024 年 3 月 13 日 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催 行人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS004-L 


※ お 食事 は 椅子 テー ブル に お 膳 で ご 提供 し ます 。 出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
ー 貴 宮 室 420.000 円 | 500,.000 
東京 駅 発着 
特別 室 ( バ パス 無 ト イレ 付 ) | 320.000 円 | 360.000 円 
往路 新 大 阪 駅 合流 15.000 円 引 き 
復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 引き 
軸 融 室 ( 言 例 ) 軍 ss、 晶 笠 の 国 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


P.6 掲 載 の 画像 は 、 小 サイ ズ 上 : 高 野山 真言 宗 の 総本山 金剛 峰寺 方 小 サイ ズ 下 : 蓮 華 定 院 山門 に は 真田 家 の 家 紋 「 六 文 銭 」 の 提灯 文 印 は 写真 提供 : 公 益 社団 法人 和歌 山県 観光 連盟 が 


心身 の 健康 を テー マ に し た 親しい 旅 で 
「 と と の う 」 の 境地 を 知る 


心身 の 健康 と 真剣 に 向き 合う 世代 に お いて 、 

旅 の 役割 と は 何だ ろう 。 
逗子 の 海辺 を 歩き 、 鎌 含 や 築地 で 本 物 の 教養 に 触れ る 。 
帝国 ホテ ル で 上 質 な 眠り を 体感 し 、 築 地 本 願 寺 で 魂 を 洗う 。 
贅 を 極め た ツア ー 限 定 メ ニュ ー に 、 満 た され て いく 喜び を 知る 。 
立教 大 学 ウ エル ネス 研究 所 の 協力 の も と 
価値 ある ^ と と の う 、 旅 へ 、 い ざ 。 


で 義 わ る 


新しい 時 


sz ー ツ 教 大 学 ウ エル ネス 人 研究 所 監修 一 


リ ジラ ァ ー ム 逗子 マリ ー ナ 内 観 ( イ メー ジ ) 


健康 で 快適 で 心 豊 か に …" ウ ェ ル ネス "を キー ワー ド 


に し た 新しい 旅 が は じ ま り ます 


立教 大 学 ウ エル ネス 研究 所 は 、 す べ て の 人 が 「 よ 
り よ く 生 きる 」 社会 を 構築 する た め に 、 立 教学 院 
の 小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 の 教職 員 と 学院 内 外 の 多彩 な 分 
野 の 研究 者 が 集まっ て 研究 活動 を 行い 、 そ の 成 
果 を 公開 し て いま す 。 

「 旅 」 は ウエ ルネ ス の 中 の 重要 な 領域 で あり 、 日 
常 の 生活 空間 を 離れ て 、 異 な る 価値 観 や 文化 に 
触れ 、 自 分 を 見 つめ 直し 、 心 身 を リフ レッ シュ する 
効果 が あり ます 。 ゆっ くり 休ん で 疲れ を 取り 、 自 
ら 学 ん で 精神 を 養う 、「 休養] の 移動 を と も な う 
発展 形 な の で す 。 私 た ち は こ の 度 、 株 式 会 社 JTB 
と と も に 、 ウ エル ネス の 概念 を 具現 化し た 新しい 
旅 を 共 創 する こと に な り ま し た 。 歩く こと 、 食 べ る 
こと 、 眠 る こと 、 そ し て 温泉 に つい て 再考 し 、 よ り 
よく 生き る と いう こと を 体験 し て くだ さい 。 


IMB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 條 画 


立教 大 学 ウエ ルネ ス 研究 所 長 半 


杉浦 克己 教授 


立教 大 学 ウ エル ネス 研究 所 に よる 


移動 中 の バス 車内 特別 講座 


"快適 な 眠り が つく る 健康 生活 "” q 日 引 


いし わた た か ゆき 

講師 石渡 貴之 氏 

教授 ウエ ルネ ス 研 究 所 所 貞 博士 (理学 ) 
研究 分 野 は 環境 生理 学 、 運 動 生 理学 、 発 育 発達 。 


メイ ン の 研究 テー マ は 脳 内 の 体温 調節 機構 と 脳 内 神経 伝 
達 物質 の 関係 。 近 年 の 研究 室 の 研究 テー マ は 生活 環境 スト 
レス に 対す る 体温 、 脳 内 神経 伝達 物質 、 情 動 行動 の 関連 に 


着目 し て いる 。 


最大 15 名 1 名 参加 可能 


出発 日 2024 年 3 月 26 日 ( 火 ) 


添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 ( ぉ 1 人 様 ぁ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY006-5 
出発 * 到 着地 0 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 280,000 由 380,000 由 

添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


P.8 掲 載 の 画像 は 、 メ イン : 富 士 山 小 サ イズ 左 : 江 戸 切子 の 店 華 哨 ( 内 観 ) 小 サ イズ 中 : 江 戸 切子 (イメ ー ジ ) 小 サ イズ 右 : 錯 木 清 方 記念 美術 館 


五感 を 満た す " ウ ェ ル ネス "な 旅 


Al | 【 斉 る 錬 月 委 地 散歩 と 常 国 ホテ ル 東京 で と と の 9 旅 


リビエラ 逗 拓く リ 三 (の ジ ) 


海 と 富士 山 を 思 む 抜群 ロケ ー ショ ン を 散策 
|EE) 


京都 ・ 西 本 願 寺 別院 と し て 16 17 年 創建 
時 代 に 合わ せ た 「 開 か れ た 寺 」 を 目指 し 、 注 目 
され て いる 。 (2 日 目 ) 


' 観 光 で と と の う 』 


平山 郁夫 画伯 
画 室 「 庫 庵 ] (日 自 ) 


山 画伯 が 薬師 寺 に 奉納 され た 大 壁画 を 創作 
し た アト リエ ・ 茶 室 の 特別 公開 へ ご 案内 し ます 。 


~ 良 で と と の う " 
pp 
逗子 マリ ー ナ (日 自 昼 食 ) 


L.A. セ レブ に 人 気 の 日 本 初 上 陸 レ スト ラン 。 
地元 食材 や 旬 を 堪能 で きる 料理 と 、 目 の 前 に 
広がる 美景 が お 愉し みい た だ け ま す 。 


"眠り で と と の う ? 


折 帝国 ホテ ル 東京 


“快適 な 眠り "を 追求 し て 開発 し た 帝国 ホテ ル 
オリ ジ ナ ル 寝 具 ブ ラン ド 「 ス リー プ ワ ー ク ス 」。 
その 眠り を ワン ラン ク 上 の 特別 階 「 イ ン ペ リア 
ルフ ロア 」 の 客室 で ご 体感 くだ さい 。 


ンク ョ ン ム 5 っ 2 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 


PS 9:30) 発 一 
加 【 バ フス 車内 で 特別 講座 】 "快適 な 眠り "が つく る 健康 生活 


sg 逗子 マリ ー ナ (海辺 を 散策 後 「 マ リブ ファ ー ム 逗子 
1 マ ! ーー 改選 で 了 元 信 材 を 活か し た : に の ご 昼食 ) 椅子 席 負 
倉 〇 平山 郁夫 画伯 画 室 [ 庫 庵 ] (平山 | MA こ 奉 納 さ れ た 大 
壁画 を 創作 し た アト リエ 、 特 別 公開 ) ……:⑥ 鏡 木 清 方 記 飼 美 術 館 


= デ デ 東 京都 内 泊 (17:30 眞 ) 
屋久 4 参 ホテ ル 内 で 当 ウ ェ ル ネス ツア ー 限 定 の フラ ンス 料理 」] 悦 較 


ホテ ル (9:40 頃 ) = 一 〇 築地 明石 町 散策 (歴史 を 依 ぶ 旧跡 が 数 多く 
の 残る 町 並み を 散策 ・ 約 50 分 )…… 築地 本 願 寺 (参拝 ・ 僧 職 の 法話 ) 
= デ 銀 座 「 花 蝶 ] (創作 和食 の ご 昼食 ) 〇 日 本 橋 「 江 戸 切 子 の 店 
華 硝 (は な し ょ う )」 = 一 東京 駅 (15:30 引 着 國 悦 
〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は 富士 急行 また は 東都 観光 バス 
※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :( 東 京都 ・ 千 代田 区 〉 天 国 ホテ ル 東京 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン ・ イ ン ペ リア / 
フロ アノ 約 42m) 


Adlventure 


PNGttE 芝 7/ 


南 の 楽園 世界 自然 遺産 奄美 大 鳥 を 


田中 三村 記 人 美 術 館 ( イ メー ジ ) 友 


田中 一 村 記 念 美術 館 (1 日 目 ) 奄美 の 自然 を 描い 
還 思 た 日 本 画家 田中 一 村 の 作品 を 常設 展示 し て いま す 。 


窟 美 マン グロ ー プ 原生 林 (2 日 目 大 島 細 村 (5 日 目 ) 
国定 公園 特別 保護 区 指定 の マン グロ ー プ 原生 林 を 専門 ガイ ド と 共に 散策 し ます 。 大 島 細 の 製造 の 様子 を ご 覧 いた だ け ます 。 


ん ショール 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車 鶴光 
ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:00-13:00) 発 奄美 大 島 空港 
ーー 〇 田中 一 村 記 誰 美 術 館 - 一 一 箇 美 大 島 泊 (16:45 頃 ) 
ト テ ル (18:10 頃 ) 一 一 還 巡 診 名 瀬 ま た は 北部 エリ ア に て 奄美 大 
島 の 郷土 料理 一 一 ホテ ル (21:00 細 ) 【 
【2 日 目 ホ テル ー4 日 目 湯 湾 岳 ウォ ー ク まで 、 専 門 ガ イド が ご 案内 】 
ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 〇 奄美 大 島 世界 遺産 セン タ 

〇 苦 全 区 還 マン グロ ー ブ 原 生 林 ウォ ー ク ( 約 45 分 ノー 部 階 
段 昇降 を 含む 、 整 備 さ れ た 木 道 を 専門 ガイ ド と 共に 散策 ) = 一 
「 鯨 石庵 ] (本 マグ ロ 寺 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 大 浜 海浜 公 
園 一 一 奄美 大 島 泊 (16:00 頃 ) 上 才 放 随 ホテ ル に て : 
ト テ ル (19:30 頃 ) [和美 の ナイ ト ツ アー] 意 美 の 林道 で 
物 探し へ ご 案内 (車窓 観光 )ー 一 ホテ ル (21:45 頃 ) 國 司 較 
ト テ ル (9:45 頃 )ー 一 O 半 : 導水 式 水 中 所 乗船 (サン ゴ 礁 や 熱 
を 船内 より 水中 観察 / 約 35 分 ) デ 一 奄美 大 島 泊 (12:30 絡 ) 
し に て 和信 良 ( 鶏 館 ) の ご 昼食 後 は 島 唄 演 奏 を お 愉し みい た 
ます 。 回春 符 ホテ ル に て イタ リア 料理 國 局 図 
ホテ ル (8:20 皿 ) リー O 回 語 坦 届 ウ ォ ー ク 専門 ガイ ド と 
共に 奄美 群島 の 最高 峰 「 湯 湾 古 」 へ 。 原 生 林 の 森 の 中 で 、 奄 美 
大 島 固 有 の 植物 を ゆっ くり と 眺め な が ら 歩 きま す 。 ( 湯 湾 岳 7 合 
目 …… 山頂 … 9 合 目 まで を 散策 。 緩 や か な 傾斜 の ある 登山 
道 プ 約 120 分 高低 差 約 200m) 王 奄美 大 島 泊 (13:30 局 ) 
ホテ ル に て 遅 め の : ド パス タラ ンチ ) 椅子 席 
ご 昼食 後 は ホテ ル に て ご ゆっ くり お 週 ご し くだ さい 。 
ホテ ル に て 和信 國 居 図 
5 SO の 27 が 岩 品 9 約 120 分 一 一 「 奄 美 リ 
1714 ゾー ト ホ テ ル テ ィ ダ ムー ン 」 ( 島 御 詩 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 〇 大 島 
訳 | 細 村 一 一 奄美 大 島 空港 -- へ 羽田 空港 (16:00-19:00) 着 國 司 
(利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 
普通 席 利 用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 ) 株式 会 社 し ま パ バス ※ 健 脚 の 方 向け の 
コー ス で す 。※2 日 目 マン グロ ー ブ 原 生 林 ウォ ー ク 、 奄 美 の ナイ ト ツ アー、4 日 目 湯 湾 
岳 ウ ォ ー ク は 、 重 装備 の 必要 は あり ませ ん が 、 履 き な れ た 歩き や すい 靴 、 長 そ で -] 


ゴ 


田中 一 村 記 念 美術 館 


奄美 大 島 世界 遺産 セン ター 


FSS 


ホ ノ ホ シ 海 岩 


| 


( 江 


ご | 


で 


夏 斗 午 


間 | 


美 大 島 は 平均 湯 20 度 を 超え 、 温 明 混 潤 な 和 伺 で 、 生命 の ゆり 
か ご と な る 豊か な 森 が 広がっ て いま す 。 そ ん た 気候 を も た らし て い 
る 要因 の 一 つが 、 奄 美 大 島 近海 に 流れ る 黒潮 に な り ま す 。 

黒潮 に よっ て 育ま れ た 人 々 の 暮らし や 文化 、 そ し て 標高 694m の 
霊峰 湯 湾 岳 へ と ゆっ くり と 奄美 大 島 の 自然 へ ご 案内 し ます 。 

※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 女 避 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


回 加 HE NE 了 4 目 ) 間 


奄美 大 島 最 南 端 に 位置 する 全 室 オー シャ ン 
ビュ ー の ホテ ル 。 


李 骨 いこ へ uS 


ロ 省 


最大 8 名 | / 1 名 参加 可能 | / 流 乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 | ズボン の 着用 を お すす めし ます 。 ま た 、 い ずれ も 天候 や 道路 状況 等 の 状況 に よ ! 
止 ・ 変 更 と な る 場合 が あり ます 。※2 ング ロー ブ プ 原 生 林 ウォ ー ク で は カヌ ー 等 
出発 日 2023 年 12 月 10 日 (日 ) の アク ティ ビ ティ は 行い ませ ん 。※2 日 目 奄 美 の ナイ ト ツア ー は 結 人 (株 ) アマ ニコ の 
= スー が 還 運行 と な り ます 。※3.・4 泊 目 THE SCENE の 客室 は ダブ ル ベ ッ ド 1 台 と な り ま す 。 ペ ッ 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催 行人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS004R 2 台 ご 希望 場合 は エキ ス ラベ ッ ド (110m 1 台 を お 入れ し ます 。 販 直 作 員 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 に お 申し 出 く だ さい 。※3 日 目 水中 観光 船 は 貸切 で は あり ませ ん 。 天 候 や 海象 状況 
羽田 空港 発着 490.000 600.000 に より 欠航 と な る 場合 が あり ます 。※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
入 空港 合流 き 田 宿 泊 :〈1・2 泊 目 鹿 児島 県 奄美 大 島 〉 [カジ ュ ア ル ] 奄美 山 半島 ホテ ル (洋室 ・ ス タ 
人 大人 流 0 ンダ ー ド ツイ ン ノ 約 29m) ※ お 部 屋 まで の ポー ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 
復路 錠 美 大 島 空 洪 離 団 15.000 円 引き (3-4 泊 目 ノ 鹿児島 県 奄美 大 島 )THE SCENE (洋室 ・ ス タン ダー ド ダ ブル ノ 約 30m 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 5 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 ※ ダ ブル ベッ ド と な り ま す 。) 


10 太 写 真 提供 : 公 益 社団 法人 鹿児島 県 観光 連盟 


Adventure 


と ) 


西表 島 の 星空 (イメ ー ジ ) GOCVB 


星空 観察 (3 日 目 ) 日 本 初 の 星空 保護 区 に 認定 さ 
れ た 、 世 界 で 59 番 目 の 「 ダ ー ク スカ イ ・ パ ー ク 」 で す 。 


西表 石垣 国立 公園 に 位置 する 星野 リゾ ー ト 西表 島 ホ テル ( 空 撮 ) 
沖縄 本 島 か ら 約 400km 南 西 に ある 西表 島 は 、 そ の ほとん ど が ジャ ング ル に 覆 わ れ た 奇跡 の 島 で す 。 


に 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
羽田 空港 (8:.00-11:00) 発 へ 那覇 空港 へ 石垣 空港 一 〇 川平 
湾 一 一 石垣 島 泊 (16:30 軸 放 座 共 ホテ ル に て 和 琉 料理 | タ | 
ホテ ル (8:30 頃 ) 一 一 石垣 港 - ン 竹富 港 ・ 臨 滞 論 還 衝 富島 (水牛 
車 に 乗っ て 赤 瓦 屋根 地区 を 巡り 、 そ の 後 、 竹 富島 の 文化 を 知っ て 
いた だ < く 特別 プロ グラ ム ) 一 竹富 島内 ( 食材 ・ クル マエ ビ 料 理 
の ご 昼食 ) 衝 富 島 港 - ン 石垣 港 一 一 石 } (15:45 頃 ) 

ホテ ル に て 石垣 牛 焼 肉 セ ッ ト 

:50 頃 ) 一 一 石垣 港 ン 西表 島 ・ 
表 語 紀 昌 を つなぐ 浅瀬 を 水 


人 富 島 、 信仰 の 聖地 の 神 司 。 島 の 伝承 と 共に 生き る 島 人 の 歴 
史 ・ 文 化 、 そ し て 神 が 降 り 立 っ た 云わ れる 聖地 を 、 ゆ る や か に 歩 
き な が ら 一 緒 に 探訪 し ます 。 

※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 雪 如 変更 と な る 場合 が 


ゆ 
つ ) 
く 
り 
2 
連 
泊 


ご ざい ます 。 


守 7 


居 恩 


表 大 原 港 一 一 
車 で の ん びり 渡り ま 
の に 3 〇 野 
物 保護 セン ター E テ 」 ( 島 の 
素材 を 使っ た イタ リア 料理 の ご 昼食 )= 一 西表 島 泊 (15:30 頃 ) 
回 晴 ホテ ル に て 島 に な じみ の ある 食材 を 使っ た ビュ ッ フ ェ 
良 後 星空 観察 も お 愉し み 頂 け ま す 。 (※) 國 選 多 
ト テ ル (9:00 頃 ) 王 一 つ イ リオ モテ ガイ ドウ ォ ー ク 特 別 プ ログ ラム 
( 絡 = ホテ ル に て ご 昼食 (軽食) 一 西表 島 泊 (12:00 軸 
午後 は ホテ ル 主 催 プ ログ ラム で お 愉し みく だ さい 。 (自己 負担 ) 
罰 請 ホテ ル に て ビュ ッ フ ェ 
※ 夕 刻 、 ジ ャ ング ル に 輝く ホタル 観賞 
ホテ ル (8: 15 頃 ) 一 一 大 原 港 - ヘ ン 石垣 港 
昼食 ) 一 一 石垣 空港 _ へ 那覇 空港 _- ふ 羽田 


原 


に 
だ Esc 


QL 


李 則 いこ へ uS 


1 


國 居 了 
り 蔵 の 里 (郷土 料理 の 
宮 港 (18:00 一 21:15) 凛 
國 賠 し 」 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は JTA ま た は RAC ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 
空 機 の 座席 は 普通 席 に な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 1・2 日 目 、5 日 目 石垣 島 は 東 
運輸 また は 南 ぬ 交 通 、3・4・5 日 目 西表 島 は 西表 島 交通 また は いり お も て 観光 の 


回 


ご 


ホテ ル |G-48 思 


国 | 


園 に 位置 する 星野 リゾ ー ト 西表 島 ホ 
テル は 、 自 然 の 自然 環境 を 保護 し 、 持 続 可 能 
な 観光 の 仕組 み を 取り 入れ た 、 日 本 初 の 「 エ 


国立 公 


コツ ー リ ズム リゾ ー ト 」 を 目指 し て いま す 。 運航 と な り ます 。 ※ 島 間 の フェ ! EPR 潮 及 びそ の 他 の 理由 に より 
ホテ ル で は 「 島 の 魅力 と 価値 を 感じ る ネイ E 着 港 や 出発 時 間 ・ 行程 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 ま た 、 各 島 へ の 観光 が 
チャ ー ツ アー」 を 開催 し て いま す 。 中 止 に な る 場合 が ご ざい ます 。※ 程 2・3 の 水 は 混載 で す 。※ 日 程 3・4 
プログラム ご 確認 の 上 、 ご 希望 の 方 は ホタル 観賞 ・ 星 空 観賞 目的 地 ま で の 往復 は エコ ツア ー 業 者 に よる 無料 送迎 を 
(2 の あこ 利用 し ます 。 混 載 と な り ます 。 な お 、 ホ タル 観 帝 ツア ー は 日 没後 約 1 時 間 の 間 に 見 
現地 に て お 申込 みく だ さい 。 (自己 負担 ) られ る 現象 で す 。 星 空 共に 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 事 も ご ざい ます 。 そ 
プ ログ ラム は ホテ ル HP に て の 場合 に も 払戻 し は ご ざい ませ ん 。 ※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
アク ティ ビ テ ィ を ご 参照 頂け ます 。 3 7 ラ 光 記 / 旨 島 ( 洋 
2 に 半 田 宿 泊 :〈1・2 泊 目 沖 縄 県 ・ 石 垣 島 / グ ラン ヴィ リオ リゾ ー ト 石垣 島 (洋室 ・ ツ イン ・ 
例 ) ク ー ラ の 滝 カヤ ッ ク & ト レッ キン グ ( 和 有料 ) オー シャ ンズ ウィ ング オー シャ ン ピ ュ ー・ 本 館 テ ィ ン ガ ー ラ 棟 ノ 37m1) ※ お 部 屋 ま 
お めざめ マン グロ ー ブ ス トレ ッ チ (無料 ) で の ポタ り 三 ビ 区 は ご ざい ませ ん 
〈3・4 泊 ング 沖縄 ・ 西 表 島 〉 星野 リゾ ー ト 西表 島 ホ テル ( 洋 バイ ジン 
2 最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添 生 員 同行 | / 往 衝 配付 


出発 日 2024 年 2 月 21 日 ( 水 )、3 月 12 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5004-T 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 450.000 円 530.000 由 
往路 石垣 空港 合流 20.000 円 き 
い 、 』 アク 復 申 石 垣 空港 離 団 20.000 円 引き 
イリ オモ の 1 代 ウ ォ ー ク (ヤメ 寺 光 ) 添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 5 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


順 


Adventure 


HH 


ーー ロ つ 
グ 1E メイ 


日 本 山屋 ガイ ド 撤 会 


認定 登山 ガイ ド I 
スキ ー ガ イド TI 
尾瀬 ガイ ド 協 会 認定 登山 ガイ ド 


登山 か ら パ バッ ク カ ント リー まで 四季 を 通じ て 日 本 
の 山 で 活動 。 

山菜 きのこ 採り や 渓流 釣り 、 新 緑 や 紅葉 、 雪 な 
ど 、 山 の 幸 ( や ま の さち ) な ど 季 節 を 感じ な が ら 
歩く こと 、 そ し て 温泉 が 大 好き な 山 の ガ イド と し 
て 雑誌 や テレ ビ 、 講 演 な ど で も 活躍 中 。 


登山 ガイ ド の 渡辺 佐 拓 で す 。 

ガイ ド を 始め て 18 年 経ち まし た が 、 今 で も 寺 の 便り が 聞こ え 始 め る と わく 
わく し ます 。 上 真っ 白 な 雪 の 上 を 歩く と き に 聞こ える 寺 を 踏む 音 。 サ フク サク 、 
キュ ッ キ ュ ッ 、 バ フッ パフ ッ 。 雪 に も いろ ん な 種類 が あり 、 足 に 伝わる 感触 は 
違う の で す 。 白 い 寺 で 覆 わ れ た 風景 は 、 な ぜ か 心 躍 り ま す 。 寒 い 季節 は 暖か い 
場所 が 恋し いで す が 、 一 歩 踏み 出し て 寺 の 世界 に 飛び 込む と 、 寺 や 氷 の 変化 
が つく る その 時 期 な ら で は の 繊細 な 景色 が 広がっ つて いま す 。 

雪 に 恵まれ た 国 、 日 本 。 世 界 の 旅行 者 か ら も 注目 され て いる 「 ジ ャ パウ 
(Japan Powder Powder)」 を 一 緒 に 楽し み ま せ ん か ? 


| 
※ 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 女 下 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


泊 | 区 
日 光 国立 公園 内 位置 し 、 中 禅 寺 湖畔 に 
休む 大 人 の た め の リ ゾー 02 


冬 の 静寂 な 空間 を 是非 体感 くだ さ 


スノー タ ョ ー ウ 記 = ギ ジグ ( 幼 師 ) 


に 


2< ケ ジュ ョ ュー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


東武 浅草 駅 (0010:00) 発 HrH- (スペ ー シ ア X) HH 東武 日 光 駅 

本 三 名 涯 ・ 華 厳 の 滝 ( 高 さ 97 メ ー ト ル の 落差 を 誇る 壮大 な 滝 。 
は 冷え 込み の 具合 に よっ て 氷 涯 が 見 られ る こと も あり ます ) 
昼 光徳 周辺 に て スノー シュ ー の レク チャ ー と 足 慣 らし 
中 禅 寺泊 (16:15 紀 ) 

屋 序 湖 ホテ ル 内 ダイ ニン グル ー ム 


ホテ ル 伝 統 の 料理 


QL 


こ て 地 元 の 素材 を 活か し た 

口 層 了 
ホテ ル (9:00 頃 ) =ー 〇 光徳 入口 …… (一 面 に 広がる 寺原 の 中 を 
スノー シュ ー で ゆっ くり 歩き ます ) …… 戦 場 ヶ 原 …・ 湯 滝 (厳冬 期 は 


ー 部 氷結 し て いる 箇所 も あり 、 湯 ノ 湖 か ら な め ら か に 流れ 落ち る 
人 迫力 ある 滝 を ご 覧 いた だ け ま す ) 【 歩 行 約 2Kkm ノ 標高 差 約 20m】 


グ 
ーー 中 禅 寺 金 谷 ホテ ル (ご 昼食 ・ ホ テル 内 の 温泉 も ご 利用 いた だ 
け ま す ) =ーー 下 今 市 駅 Hrr (スペ ー シ ア X) +H 
武 浅草 駅 (18:00ー19:00) 着 
東武 浅草 駅 ( 前 田 全 


〈 利 用 バス 会 社 ) 日 光 交 通 
※ 気 象 状 況 に より 積雪 が 少な い 場 合 は 、 湯 元 温泉 スキ ー 場 な ど 、 積 雪 の ある 場 月 
i で スク ノニ ショ ニニ を 行う 場合 や あり ます 

※ ス ノー シュ ー と スト ッ ク は 現地 に て ご 用 意 い た し ます が 、 服 装 な ど は 防寒 に 適し た 
装備 の ご 準備 を お 願い し ます 。 ま た 、 靴 は トレ ッ キ ング シュ ー ズ な ど 防 水性 の も の を 
ご 準備 くだ さい 。 トレ ッ キ ング シュ ー ズ な ど お 持 ち で な い 方 は スノー シュ ー 用 の レン 
タル シュ ー ズ も あり ます 。 

※P.3 の ご 案内 も 必ず お 謗 み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈 栃 木 県 ・ 中 禅 寺 〉 中 禅 寺 金 谷 ホテ ル ( 洋 
30m) 


2 シーNR ジ イシ ISF ニ 


最大 10 名 1 名 参加 可能 復路 宅配 付 


出発 日 2024 年 2 月 23 日 ( 金 ・ 所 


ー ス 番号 :1GGS005-0 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :7 名 人 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東武 浅草 駅 発着 170.000 円 190,000 円 
往路 東武 日 光 駅 合流 5.000 円 引き 
復路 東武 下 今 市 駅 離 団 5.000 円 引 き 
添乗 員 は 1 日 目 東武 浅草 駅 か ら 2 日 目 東武 浅草 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


ホテ ル の プー ル サ イ ド よ り 眺 め た 朝日 。 


皿 や ち む ん ヵ 盛ん な 
MS (2 日 目 ) 


琉球 王国 時 代 か ら 続く 、 著 謀 市 定 屋 か ら や ち 
むん (焼物) に 必要 な 資源 が 豊富 こ あ っ た 、 読 


谷村 に 陶工 た ち が 次 々 に 移り 住み 、 今 で は 多 講 


く の 工 房 が 点 在 し ます 。 お 気に入り の 逸品 を 
見 つけ まし ょ う 。 


和 a| THE HR 


全国 に レス トラ ン や ホテ ル を 展開 する 「 ひ ら ま 
つ 」 が 運営 する 美食 の リ > ゾー ト は 、 沖 縄 東海 
岸 に 位置 する 宜野座 村 に あり ます 。 観 光 地 の 
喧騒 か ら 離 れ 、 日 の 出 の 美 し さ や 月 の 軌跡 、 
星空 の 深 さ に 癒さ れる ロケ ーション で す 。 

レス トラ ン で は 、 沖 縄 県 産 の 食材 を 豊富 に 取 
り 入れ た フラ ンス 料理 を ご 用 意 。 食 か ら も 非 
日 常 を 感じ る 旅 を お 愉し みく だ さい 。 


スケ ジュ ー ル 


カワ セミ (イメ ー ジ ) ※ 1 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 


田 空港 (8:30 一 12:00) 発 へ 那覇 空港 一 一 


〇 万 座 毛 (景勝 地 ) 


SS 〇 万 座 毛 施設 会 議 宜野座 泊 (16:30 頃 ) 


類 写 真 家 で 鳥類 研究 者 ・ 剖 原 建 二 氏 に よる 沖縄 に 


乱す る 


鳥類 ・ 動 植物 に つい て レク チャ ー 


講座 。 ( 約 1 時 間 ) 


只 人 フラ ンス 料理 フル コー ス | 


1 


ホテ ル (6:30 頃 ) ニ ーー 主語 軸 還 日 の 出 を 観 て 、 高 原 氏 と 共に 歩 
き な が ら 、 金 武 町 ・ 億 首 川 周辺 
鳥 や 生き 物 観察 を いた し ます 。※ 1 
ホテ ル に 戻り 遅 め の ご 朝食 と 休憩 
ト テ ル (13:00 頃 ) 一 一 タク シー に 乗っ て 読谷 寺 の や ち む ん ( 焼 
物 ) め ぐり 


地域 や マン グロ ー ブ 林 内 の 野 


で NO 


〇 読谷 山 窯 共同 売店 (多く の 工房 の 作品 を 扱う )ー 一 〇 北 窯 売店 


(多く の 作家 作品 を 展示 販売 ) 


軽 


良 メ ニュ ー。 (有料 各自 ご 負担 ) 


宜野座 泊 (16:00 引 ) 


民度 府 ホテ ル 内 カフ ェ に て 沖縄 そば な ど 


その 他 、11:00 て 17:00 カ フェ に て 珈琲 、 軽 食 な ど 
才 特 ナー ビス も あり ます 。 
フラ ンス 料理 フル コー ス 


8 本 な る 衝 ) に ニ 
3 | ご 昼食 一 一 〇 那覇 国際 通り 一 那覇 空港 


羽田 空港 (16:30 一 20:30) 着 


國 固 


(利用 予定 艇 空 会 社 ) JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 用 と な り ます 。 
(利用 パス 会 社 沖 縄 パス (1・3 日 目 ) 


※1 自然 観 @ 


宜 時 、 野 島 は 野生 の た め 見 れ な いこ と も ご ざい ます 。 


※2 日 目 は タク シー 利用 と な り ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 に な る 場合 が あり ます 。 


※P.3 の ご 案 


内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 沖 縄 県 宜野座 ) THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 宣 野 座 
(洋室 : ツ イン また は ダブ ル ) 


※ 館 内 に エ 
必ず ご 使 


レベ ー タ ー は あり ませ ん 。 客 室内 の ジェ ッ ト バ ス ご 利用 の 際 は 水着 を 


くだ さい 。 


最大 12 名 1 名 参加 可能 


出発 日 2024 年 2 月 27 日 ( 火 ) 


添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS005-A 


出発 到着 地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
昌和 プレ ミア ムツ イン (53-62m) |370.000 円 | 一 一 
~ 発疹 プレ ミア ムダ ブル (5354m) 410.000 円 
エグ ゼクティ ブツ イン (55~61m) |480,.000 円 
往路 那覇 空港 合流 20,000 円 引き 
復路 那覇 空港 離 団 20.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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国 貸 海 岸 ・ 摩 天 崖 絶景 ウォ ー ク (3 日 目 ) 


選 ビ 避 ー ざ うそ で 。 


私 、「 野 違 一 覧 ] が ご 案内 し ます 。 
同行 日程 :1 昌 目 


一 般 社団 法人 隠岐 ジオ パー フク 推進 機構 業務 執行 理事 ・ 事 務 局 長 
隠岐 の 島町 出身 。2009 年 隠岐 ジオ パー ンク 推進 協議 会 を 設立 、 
2009 年 日 本 ジオ パー ク 認 定 、2013 年 世界 ジオ パー ク 認 定 に 尽 
力 。 隠 岐 の 魅力 を 余す こと 無く お 伝え し ます 。 


※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 女 避 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


私 、「 福 田 中 之 ]」 が ご 案内 し ます 。 


同行 日 程 :2・3 日 目 

NPO 法 人 「 隠 岐 し ぜん お むら] の ツア ー ガ イド 。 オ ー ス トラ リア の 
タス マニ ア 大 学 に 留学 し 、 環 境 学 を 中 心 に 動物 と 植物 に つい て 
学ぶ 。 帰 国 後 、 隠 岐 の 中 ノ 島 ・ 海 士 地 に 移住 。 自 然 ・ 歴 史 ・ 生 活 文 
化 ・ 地 域 活 性 化 の 取り 組み な ど 、 皆 様 の 興味 関心 に 合わ せ た ご 
案内 を 心がけ て お り ま す 。 


※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 女 層 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


絶 暴 ウ ォ ー ク と 隅 野 の 歴史 と 文 人 探 


隠岐 の 島 諸島 を 代表 する 景勝 地 。 高 さ 257m の 摩 天 岸 回 三 ソフ 島 (4 日 所 
の 全容 を 望む 絶景 を 現地 ガイ ド と ウォ ー キ ング 。 最 後 は 、 地 元 の 土 を 使っ て 作っ た 焼 火 宗 の カッ プ で 


ク に 火 を 灯 し 


岩倉 の 乳房 杉 (4 日 邊 ) 


た よう に 見 えま す 。 日 没 に あわ せ て 遊覧 船 か ら 眺 め 


樹齢 約 800 年 、 杜 高 約 40m、 主 幹 は 15 還 革 


本 に 分 か れ て いま す 。 約 2 万 年 前 の 最終 


氷 期 に 、 本 土 と 陸 


避 地 と し た スギ の 子孫 。 


スケ ショ ニル 


続き に な っ た 隠岐 を 逃 


高 さ 約 20m の 島 の 先端 に 夕陽 が 重なり 、 巨 大 な ロー ソ 


ます 。 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 鋭 光 


羽田 空港 (8:00 一 10:30) 発 へ 伊丹 空港 へ 隠岐 空港 一 一 
1 | ご 昼食 一 一 野 四 氏 の ご 案内 で 島 後 観光 〇 隠岐 自然 館 
3 〇 玉 若 酢 命 神社 TI 〇 八 百 棚 ーー 〇 隠岐 モー モー ドー ム (800 
過 | 年 の 歴史 「 隠 岐 和牛 突き 」 見 学 澤 後 泊 (17:00 頃 ) 

還 序 符 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 和 会 席 昼 | 夕 

ホテ ル (8:00 頃 ) 一 一 西郷 港 ヘ ン ( 約 70 分 ) ン ン 竣 浦 港 福田 氏 
2 | の ご 案内 で 中 ノ 島 観光 〇 海 土 町 後 鳥羽 院 資料 館 …… 〇 後 鳥羽 
了 天皇 御 火 葬 塚 2 〇 後 鳥 羽 上 皇 行 在 所 跡 …… 〇 隠岐 神社 一 
飲 の ご 昼食 昌 前 泊 (15:30 頃 ) 

罰 府 ホテ ル に て 創作 料理 國 層 耳 


2 泊 目 ) 


2021 年 リニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 隠 岐 ユ ネス コ 世 
界 ジ オ パ ー ク に 何 む ホテ ル 。 別 館 客室 の 窓 は 大 
き な ガ ラス で 目 の 前 の 絶景 を お 楽し みい た だ け 
ます 。 館 内 に は 天然 温泉 大 浴場 も あり ます 。 


BE の 計 3.4 泊 目 ) 
屋 那 の 松原 に 囲ま れ た 風光 明 婚 な 宿 。 


日 本 海 を 一 望 出来 る 大 浴場 と 新鮮 な 隠岐 の 
魚介 類 の 料理 が 魅力 で す 。 


添乗 軸 同 行 


ご ホテル (G: 


15 頃 ) 


2 


肌 港 < ヘン ( 約 15 分 ) て ン 別府 港 一 福田 
氏 の ご 案内 で 西ノ島 観光 ( 〇 国賀 海岸 ・ 摩 天 崖 絶景 ウォ ー ク 


う | 時 ノ 約 2.3km ノ 高低 差 約 250m ノ 約 90 分 ) … 国賀 浜 一 ご 
327| 開 昼 〇 国賀 めぐ り 観 光 船 (1 20 分 ) = 一 別 府 港 - ヘ ン ( 約 75 
| 脱 分 ) ン ン 西郷 港 一 ご 夕食 一 一 島 後 泊 (20:00 皿 ) 
0 國 眉 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 〇 西郷 港 周辺 散策 一 一 ご 昼食 ーーO 隠 
4 岐 民謡 針 の 土 ヶ 浦 〇 岩 禄 の 乳房 杉 一 一 〇 水 若 
98 酢 神社 ーー ンー 〇 ② ロ ー ソ ク 島 遊覧 船 (日 没 に あわ せ て 出航 ) 
| 計 ご ン ーー 島 後 泊 (18:00 頃 ) 
2 き 海鮮 会 席 工 | 昼 | 夕 
5 ホテ ル (9:15 頃 ) …… 〇 屋 那 の 松原 一 〇 那 久 岬 王 二 隠岐 空港 
29| 一 伊丹 空港 一 へ 羽田 空港 (15:00-17:00) 着 
人 國 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は ORC ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 


出発 日 2024 和 3 有 25B) と な り ます 。 (利用 パス 会 社 ) 毅 財 一 如 パス (1・4・5 日 目 )、 陣 岐 銀 光 (2・3 日 間 ) 
K mm ※ 中 型 バ ス の 利用 と な り ま す 。※2 8 フェ リー の 船室 は 、 椅 子 席 で は あ 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GG5004-U ad い ォ デ ッ キ 下 板 の 補 子 語 を ご 利 いた だ け ま す 。 。% 天 
TOE= の 戻 に より 3 日 目 の 国 賀 めぐ り 観光 船 、4 日 目 の ロー ソ ク 島 遊覧 船 が 欠航 の 場合 
出発 ・ 誠 着地 介 目 部 ! ラプ っ 名 1 室 1 名 1 室 は 観光 船 代金 相当 を ご 返金 いた し ます 。※ フ ェ リ ー 乗 船 の 際 は ご 自身 で 船内 に 
羽田 空港 発着 本 館 洋館 520.000 円 | 550.000 円 荷物 の 持 込 管 理 と な り ます 。 ※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
レビ ゴ / 帳 RES 
新 棟 (NEST) デ ラッ クス | 540.000 円 画 宿 泊 :〈1 泊 目 島 根 県 ・ 隠 岐 島 後 ) 万 ジュ アル |] 隠岐 プラ ザ ホ テル (和室 風呂 な し 
往路 隠岐 空 港 合流 20.000 円 引き また は 和洋 室 ) ※ 選 べ ま せん 。 
- 〈2 泊 目 ノ 島 根 県 ・ 隠 岐 島 前 )ENTO (本 館 洋室 ・ ユ ニッ トバ パス ノ 26nf ま た は 新 醒 
復路 間 岐 空 交 団 20.000FH3 き (NEST) デラ ックス ・ ビ ュー パス 付 /54mi) 
添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 5 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 〈3・4 泊 目 ノ 島根 県 ・ 隠 岐 島 後 ) [カジ ュ アル ) 羽衣 菩 (和室 ま た は 洋室 ) ※ 選 べ ま せん 。 


14 


rW。 屋久 島 


悠久 の 時 を 刻む 巨樹 の 森 ・ 屋 久 島 へ 


安房 川 に て カヤ ッ ク 
体験 (3 日 目 ) 

※ ご 希望 の 方 

屋久 島 一 の ん びり と 
し た カヤ ッ ク を 愉し 
み ま す 。 ガ イド が 操 
作 方 法 を レク チャ ー 
する の で 初心 者 の 
方 で も 安心 し て 参 園 
加 い た だ け ま す 。 に = 


5 日 間 


同行 目 
屋久 島 の 魅力 は 山海 川 が すべ 
て ワー ルド クラ ス に 美しい ! また 
そこ に 住む 人 も 魅力 ある 人 が 沢 
山 い ます 。 住 ん で いる 私 も 飽き る 
事 が な い 島 の 魅力 を みな さん に 
も 感じ て いた だ きき た いで す ! 

※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 急 
逮 変 更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


山岳 太郎 代表 渡邊 太郎 さん 
日 本 山岳 ガイ ド 理 事 ・ 屋 久 島 観光 協会 理事 ・ 
屋久 島 山 岳 ガ イド 連盟 事務 局長 ・ 屋 久 島 公認 ガイ ド 

第 17 回 エコ ツー リズ ム 大 賞 優秀 賞 受賞 | 


白谷 雲水 量 神 秘 的 な 苔 む 所 森 ( イ メニ ジ ) 較 映 ロ 


スケ ショ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
羽田 空港 (7:50 て 10:30) 発 - ヽ 福岡 空港 また は 鹿児島 空港 
また は 伊丹 空港 久 島 空港 一 つ ヤ クス ギラ ンド ( 約 50 
分 )= 一 〇 紀元 杉 久 島 泊 (17:30 頃 ) 

に 芝 符 和洋 折 豆 の 会 席料 理 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 永田 いな か 浜 一 一 〇 還 法 庄 記 世 界 遺産 
の 森 ・ 西 部 林道 (海岸 線 と 世界 遺産 の 森 は ヤク シカ や ヤク ザル 
の 楽園 で も あり ます 。 高低 差 約 150m ン 休憩 を と りな が ら 約 
150 分 )・ ご 昼食 (ピクニック フク ランチ) テー 〇 大 川 の 滝 ※1= 一 
〇 や くし ま 果 鈴 久 島 泊 (17:00 頃 ) 
婦人 郷土 料理 を 取り 入れ た 会 席料 理 國 國 図 
の 安房 川 カ ヤッ ク 体験 ( 約 180 分 ) に ご 参加 い 
た だ け ま す 。 (5:20 頃 ) ※ 朝 食 は お 弁当 と な り ま す 。 

ホテ ル に 戻っ た 後 は ゆっ た りお 過ごし くだ さい 。 

ト テ ル (12:00 頃 ) 一 一 硝 牧 集落 ( 卿 土 料理 の ご 昼食 ) 
〇 春 牧 里 め ぐり ・ 里 の 人 の 案内 で 歩き ます ・ 〇 屋久 島 伝 承 蔵 
0 蒸溜 所 )ーー 〇 YAKUSHIMA BLESS=ー 

夕食 久 島 泊 (20:00 妃 ) 
aa 洲 人 珍 宮浦 エリ ア に て 郷土 料理 賠 ま た は 同 怖 賠 
ホテ ル (9:00 頃 )=ー 〇 白谷 雲水 峡 ・ 飛 流 落と し ・ 屋 久 島 の 原 
始 の 森 で ある 苔 む す 森 (高低 差 約 260m/ 約 6.0km の 自 
然 道 を 体感 し な が ら 歩 きま す ) …… 〇 くぐり 杉 …… 景 色 を 愉 
し みな が ら ・ 昼 食 ( ピ クニ ッ ク ラ ンチ ) …… 〇 苔 む す 森 (日 本 
有数 の 苔 ス ポッ ト ) 久 島 泊 (16:30 頃 ) 
に 診 宮之浦 エリ ア に て 最後 の 夜 : さ よ な ら ディ ナー 國際 図 
5 ホテ ル (9:30 頃 )ーー 〇 杉 の 舎 ( 箸 づ くり 体験 ) 一 一 「 か た ぎり さん ] ( ト 
730 ビ ウ オ の ひつ まぶし の ご 昼食 ) 久 島 空港 鹿児島 空港 また 
出 | は 福岡 空港 また は 伊丹 空港 へ 羽田 空港 (16:00 一 20:50) 着 國 司 
(利用 予定 航空 会 社 〉 JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 


最大 6 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 往復 宅配 付 普通 席 利用 と な り ま す 。 ※ 全 日 ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。※1 通行 止め 等 、 
現地 事情 に より 千尋 の 滝 を ご 案内 する こと も ご ざい ます 。※ 有 屋久 島 は 雨量 の 多い 


トー 民 包 伝 未 誠 (7 スー ジリ 
上 号 真 提供 示 坊 洒 造 株) 屋久 人 伝承 講 地 元 ガイ ド | 


屋久 島 伝承 蔵 (3 日 目 ) 伝統 的 な 手造り 導 仕 込み に こだわ っ た 夫 本 蔵 。 


| 


Pray 


屋久 島 の 海 の 玄関 宮之浦 港 の 近く に 立地 し て いま す 。 屋久 且 の 海岸 に あたる 東シナ海 を 了 
め る 組 詳 に 面 し て 建ち 、 Ne シャ ン ビ ュー を 愉し むこ と が 出来 ます 。 


き で す 。 多 少 の 雨 で も 実施 し ます が 、 ガ イド が 危険 と 判断 し た 場合 は 一 部 行程 を 変 
= また は 中 止 する 場合 が あり ます 。 そ の 場合 に も 旅行 代金 の 払戻 し は いあ り ま せん 。 
ご 旅行 代金 ぉ 1 人 様 あぁ たり) @ 最 少 催行 人 員 :4 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS005-6 _ ※ 当 コー ス は アク ティ ビ テ ィ を 多く 体験 する 内 容 の た め 、 ミ ドル 丈 の トレ ッ キ ング 靴 

ーー の レン タル (ホテ ル に て ) ま た は お 持ち いた だ き 、 動 きやすい 性 好 で ご 参加 くだ さい 。 

出発 * 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 服装 ・ 靴 ・ 持 ち 物 に つい て は 最終 行程 表 に て ご 確認 くだ さい 。※3 日 目 の 早 朝 の カ 

羽田 空港 発着 580,000 円 660,000 円 ヤッ ク 体 験 途中 休憩 時 に ホテ ル で 用 意 し た 弁当 を お 取り いた だ きま す 。 カ ヤッ ク は 

往路 屋久 島 空港 合流 20.000 円 き 初心 者 で も ガイ ド が 操作 方 法 を レフ チャ ー す る の で 安心 し て 体験 いた だ け ま す 。 カ 

辿 65 ヤッ ク 体 験 され な い 方 は ホテ ル に て ご 朝食 。※P.3 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
ーー 20.000P 引 き 画 宿 泊 :( 鹿 児島 県 ・ 屋 久 島 〉THE HOTEL YAKUSHIMA OCEAN & FOREST 
添乗 員 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 5 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 (波音 日 和 ノ 洋室 :・ バ ルコ ニー 付 オ ー シ ャ ン ピ ュ ー ン 客室 約 33ri. バ ルコ ニー 約 17m?) 
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9 1。) 5』 に ーー 


=、 油 や か で 彩 に 満ち た 腫 し き 日 本 を 旅 す 
萌 の 人 日 。.。 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ト 銀座 が お 届け する 
「 夢 の 休日 」 シ リー ズ $ 発 売 中 

贅 を 極め る 高 品質 な 旅 「 夢 の 休日 煙 (きら めき ) 」、 ゆっ た り 
楽し む 上 質 な 旅 「 愛 の 休日 |」、 テー マ の ある 旅 「 四季 彩 紀行 」 
と お 客 様 に 寄り 添っ た 3 つの 旅行 スタ イル で に ど 用 意 。 

全 10 席 の ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム | や 
パン フレ ッ ト 内 で コー ス 掲 載 し て いま す 。 


3 1 トメ) | 


し に ) し さっ ュー し ol | 


国内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 死亡 ・ 後 遺 障害 (傷害) 入院 保険 金 日 額 (傷害 ) 


四季 彩 紀 行 アド ベン チャ ー ツ ー リ ズム 「 心 と カラ ダ を と 保険 金額 1 ,500 万 円 保険 金 日 額 7 ,D000 円 
と の える 旅 」 に 掲載 の 全 ツ アー MM 人 (※1) は 、 通院 保険 金 日 額 (傷害 ) 航空 機 欠 航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 
右記 の 国内 旅 f 保険 (「 死亡 ・ 後遺 害 ( 傷 害 )」、 「 入 保険 金 日 額 5,000 円 保険 金額 10,.000 円 
将 金 日 額 ( 傷 害 ) 」、「 通 交 金 日 額 ( 傷 害 )」) の 

0 MM ト の WI を Hi 0 (※1) 補 償 対 象 と な る 期間 は 、 当 ツア ー に 参加 する た め に 自宅 を 出発 し て か ら 自 宅 に 帰 項 す る まで と な り ま す 。 

の 2 (※2) 当社 が 引受 保険 会 社 で ある ジェ イア イ 傷 害 火災 保険 則 と 別途 契約 する 国内 旅行 傷害 保険 特約 セッ ト 普 
(C に つい て は 追加 で 「 航空 機 欠航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 」 通 傷害 保険 の 約款 に 基づい て 補償 され ます 。 詳 し く は 取扱 代理 店 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 
(※2、※3) の 補償 が セッ ト さ れ ま す 。 (※3) 航 空 機 を 利用 し な い ツ アー に は セッ ト され ませ ん 。 募集 文書 番号 JI2022- 347 


了 ee 際 JTB の 国内 旅行 に * ど 利用 いた だ け ま す 。 
間 5 、 了 JTB ロ イヤ ル JTB ふ る さと 旅行 券 5 回 
二 K ク ー 人 べ る 旅先 750 以 上 上 有 交 基 癌 は 2 生還 細 暫 科 E 評 っ 寺 


※ 一 | TP 


覧 6 玉 」TB ふ る さと 納税 旅行 クー ポン 本 索 へ 、 が 隔 効 期間 5 年 間 | 共生 害 30 ヵ = 回 


行 条 件 (要約 ) お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取 き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 
@ 募 集 型 企画 旅行 契約 契約 解除 の 日 取消 料 (お ひと り 様 ) (受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 取扱 で きる 
この 旅行 は 、( 株 )JTB (以下 [当社] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 1 21 日 目 に あたる 日 以前 の 受 除 時 カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な り ます 。) 6 _ 
旅行 に 参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 「 旅 行 契約 ] と 5 (日 帰り 旅行 に あっ て は 1 1 日 目 ) (1) 契約 成立 は 、 当 社 が 電話 又は お 2 科 の 承諾 通知 を 発信 
いう ) を 締結 する こと に な り ます 。 ま た 、 旅 行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 お 渡 0 2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 し た どき (emall 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 様 
し する 旅行 条件 書 (全文) 出発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 と 称す る 確定 書 導 了 の (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% に 証し た きり 9e また 申込 時 に は 「 会 員 番号 ・ カ ー ド 有効 期限 ] 等 
面 及 び 当社 旅行 業 約款 募集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 な お 、 トド 記 旅 人 (③ こ 6 を 除く (の ) ゆー ド 利用 日 な 拓 代金 和 の 支払 い 双 は 払 記 し 人 を 屋 行 すべ を 日 
得る は 下行 条 人 所 用 3 ます 7 ee 旅行 代金 の 30% を いい ます 。 旅行 代金 の カー ド 利用 日 は 契約 成 立 日 ] と し ます 。 (介し 、 成 
昌 合 は 、 下 記 旅 行 条 件 が : 円 <6 を 除 M 8 6 各 す 。 ( 但 
@ 旅 行 の お 申し 込み 及び 外 約 成立 時 基 旅行 始 昌 の 前 日 の 解除 旅行 代 金 の 40% 芽 上 に が た るる 日 | と し ます ) ま た 14 
(1) 必 要 事 項 を お 申し 出 の うえ 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 区 ( 但 移 解除 依頼 日 が 旅行 代金 の カー ド 
昌和 析 の 四 6) 旅行 開始 後 の 解 除 駐 は 無 連絡 不参加 | 旅行 代金 の 100% 旧 衝 で あっ た 和合 は 、 当社 旅人 人 から 消 料 を 差し | いた 概 
庄 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 及 び イン ター ネッ ト そ の 他 の 通信 手段 で お 申し 込 ※ ゃ 室 析 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー ス 変 更 、 運 送 ・ 宿 等 竹 部 の 翌日 か ら 7 い 戻 
(3) 旅 行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 を 受領 し た と き に 成立 す MNT まき れる も の な い 場合 当社 は 通 食 約 衣 し 、 規定 の 取消 と 同 欠 の 電 約 香 を 
る も の と し ます 。 (1) 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 は 普通 席 し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 まで に 現金 に よる 旅行 代 
(4) ぉ 申込 金 ( お ひと り ) (エコ ノミ ー ク ラス )、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 場 料 * 振 観 料 等 及び 消費 税 諸税 。 金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 
旅行 代金 お 申 和 多 (2) 添 芝 員 が 同行 する コー ス に お ける 湾 薬 員 経 邊 、 団 全 生 働 に 必要 な 心 人 っ 人 中 、 け が を し た 場 、 多 須藤 、 移 江 符 がかる と と が あり ます 
35 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 以 上 旅行 代金 まで NN 内 | 、 また 事故 の 場合 、 加 寄 者 へ の 失策 求 や 有人 人 回 収 が 大 変 困難 で 
8 4 これ ら の 費用 は お 客 様 の ご 都合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻し は い 改 の 場 2 3 
35 万 円 未満 70.000 円 以上 旅行 代金 まで た し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め 、 お 客 様 ご 自身 で た な の 
80 万 円 未 江 60.000 円 以上 旅行 代金 まで @ 特 別 補償 内 旅人 こす る こと を お し ます 人 こつ いて は 、 お 申 
25 万 円 未 江 50.000 円 以上 旅行 代金 まで 当社 は 、 当 社 また は 当社 が 手配 を 代行 させ た 者 の 故意 また は 過失 の 有無 に か か わら 1 昌 人 は Ne 
20 玉 未満 R900O 還 居 昌 旅人 人 0 に 誠 っ 人 の 事 各 に おそ の 人 信人 物 上 に 牧 当 社 及 び 販 売店 は 、 旅 生 申 込 の 隊 に 提出 され た 申込 書 等 に 記載 され た 個人 
15 万 円 未満 30.000 円 以上 旅行 代金 まで の 損 午 に つい て 5 い 全 又 は 見 、 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 欄 
8 上 旅行 た 一 定 の 損害 に つい て 、 以 下 の 金 額 の 範囲 に お いて 、 補 償 金 又は 見 舞 金 を 支払 い 情報 に つい 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利 39 
10 幅 二 江 20.000 円 以上 旅行 代金 まで ます 。 な お 、 手 条 物 の 損害 に 対し て 保険 全 を 支払 うべ き 保険 金 契約 が ある 場合 は 、 が お 中 し 込み いた だ いた 搬 行 に お いて 連 拓 ・ 泊 相 符 1 
5 万 円 未満 10.000 円 以上 旅行 代金 まで 当社 は 、 当 1 が 放つ べ 交 人 を 波 用 する こと が あり ます 和 有 てい た だ きす この は が 当社 お よび 1 生生 U 
@ 旅 行 代金 の お 支払 い PTE EE 有明 無人 」ー ち 円 。 報 及 び 当社 の サイ ト 閲覧 履 、 財 軸 履 歴 並び に 注 提 人 アブ リ 利 用 時 の 行 
旅行 日 の 前 か ら さ か の ば っ て 1 に あたる 日 より 前 (お 中 し と し ます 。) 目 - 動 履歴 な どの 個人 情報 を 、 注入 び 当社 と 提 失 する 企業 の 商 果 や サー 
込み が 間際 の 場合 は 当社 が 指定 する 期日 まで ) に お 支払 くだ さ い 。 ま た 、 お 客 欄 6 お客 様 の 許 ( 拉 ) に 2 痢 PE YtP ロ イ キ ト ー 
人 介入 用 な ど を お 六 い たく こと が あり ます 、 こ の 場 人 の カー ト 補 は 、 旅 生 開 始 後に お いて 、 契 約 寺 面 に 記載 きれ た 旅行 サー ビス を 円 清末 個人 柄 報 を 利用 きせ て いた だ く こと が あり ます 。 
、 取 消 料 、 追 加 諸 3 お こと が あり ます 。 こ 9 な る 旅行 た と 認識 し た と き は 、 た だ 8 
利用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 添乗 員 、 現 地 ガ イド 、 当該 訪 旅 行 サー ビス 提供 機関 又 ウー 請 本 088 
代 取 消 料 ot 、 、。 は お 2 店 に 中 し 出 な けれ ば な り ま ば ん 。 年 7 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 規則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 
旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 を 取消 9 [ 凡 約 」 を 包 さ れる お 客 様 と の 放 和 件 
料 と し て 申し 受け ます 。 当社 提携 ク ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 [会員] と いい ます 。 ) より 「 会 員 の 旅館 ・ ホ テル 等 に お いて 、 お 客 様 が 酒類 ・ 料 理 ・ そ の 他 の サー ビス 等 を 追加 され 


し て 人 人 を 電 の 到 いも 生け る | と と (の! 和信] と いい た 場合 は 、 原 則 と し て 消費 科 な どの 諸税 が 課せ られ ます の で ご 了承 くだ さい 。 


人 @ 旅 行 企画 ・ 実 施 人 @ 受 託 販 売 ( お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ ) 
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観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 64 号 一 般 社 団 法人 日 本 旅行 業 協会 正 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 
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- 上 社 加 人 日本 旅人 会 正 会 員 協議 会 会 員 コン 
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総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 御 遠慮 な く 総 合 旅行 業務 取扱 
管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 


表紙 の 写真 : 西 表 島 の 星空 (イメ ー ジ ) @0CVB(P.19)、 安 房 川 (P23) 


